
氏名 滝川　幸司

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平安朝文学

中古文学会関西部会運営委員、和歌文学会委員・例会委員、和漢比較文学会常任理事・編集委員、
市民講座（社会教育財団４月～３月）

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中古文学会、和歌文学会、和漢比較文学会

天皇と文芸に関する研究、菅原道真研究、平安前期詩人歌人伝研究

1998年3月　大阪大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程修了

博士（文学/大阪大学）



①

②

③

①

天智系としての
宇多天皇─菅原
道真「崇福寺綵
錦宝幢記」をめ
ぐって─

単

② 巨勢文雄考 単

③

①

②

③

①
紹介 新間一美
著『源氏物語の
構想と漢詩文』

単

②

③

2010年1月 女子大国文（京都女
子大学）146

皇統迭立と文学形成
（和泉書院）

奈良大学紀要38

2009年7月

2010年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称 概　　　　　　　要

標記の道真の文章の読解を通じ
て、宇多天皇が天智系であるこ
とを主張し、自らの正統性の裏
付けとしようとしたことを論じ
た。9─26p

巨勢文雄の伝記考証。39─66p

標記の著書の紹介。61─67p


